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超新星の明るさと銀河の距離の関係を探る　ワークシート
学籍番号　　　　　　　　　　氏名
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【設問１】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２つの超新星画像のブリンクで超新星の判別をしてみよ。

左の図は超新星が現れる前の銀河とその周辺の画像である。見つけた超新星の位置をわかるように矢印などでマークせよ。

(この画像は「グレースケール反転」表示になっている。)
【設問２】　比較星と超新星の測光をして値を記録せよ。比較星は解説の２つのうちのどちらかを使う（比較性のみかけの等級は13.7または14.4）。超新星のみかけの等級は計算して求め、以下のような表を作成せよ（エクセルで作成して貼り付ければよい）。
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【設問３】　横軸に観測初日からの日数、縦軸に超新星の見かけの等級を描いたグラフを作成し、以下のスペースに張り付けよ。また、グラフから極大等級を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極大等級　　　　　　　　　　　　　　

【設問４】　Ｉａ型超新星の経験的な極大等級を -19.5 等として、この超新星までの距離を求めよ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距離　　　　　　　　　　　　　　　　

【設問５】　この超新星が現れた銀河までの距離は、これとは別の方法で求められた値では、３２．０［Ｍｐｃ］である。自分の求めた値と比べて考察せよ。

＊レポート様式のファイルは以下からダウンロードできます。

　　https://staff.fukuoka-edu.ac.jp/kanamitu/lecture/tenjitsu1/
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